
第 56回番組審議会議事録 

 

◆開催日時   2012年 2月 21日（火） 12：00～13：30 

◆開催場所   キャッチネットワーク 特別応接室 

◆ 出席者  

＜委員＞  

碧南市： 鈴木誠委員長               刈谷市：西別府晃子副委員長 

安城市： 藤井清光委員、石川厚子委員   知立市：岡田佳代子委員 

高浜市： 野口陽子委員 

欠席  石川陽子委員、小島英敬委員、村田篤史委員、後藤泰正委員 

＜エフエムキャッチ＞ 

川瀬隆介取締役社長、森雅博専務取締役 

営業グリープリーダー村瀬進治、編成制作Ｇﾘｰﾀﾞｰ 勅使河原 正直 

 

＜議事内容＞ 

１． 近況報告 

（1）川瀬社長より 

① 今回の審議会にて５名の方が任期満了。（上記下線あり） 

② 多くの地域市民が Pitch を利用 

③ 災害放送体制を強化 

（2）事務局より 

① FMいわき視察報告 

② サテライトカーの活動報告 

③ 西三河フォークジャンボリーについて 

 

2. 市民チャレンジ番組「キャンパスチップス」、「KFA Talk Fan」、「Pitch FM プラネタリウ

ム」についての意見交換 

事務局から番組の概要を説明した後、2月度放送分の抜粋版を委員の皆さんに視聴し

ていただき、以下のような意見と感想を頂きました。 

【愛知教育大学 KFA Talk Fan】 

・留学生の日本に対しての気持ちがよく伝わる。留学生を受け入れる番組が 

幅広いと良い。 

・少し番組がガヤガヤしてる。イエーイなどを多用し誤魔化している部分がある。 

・番組後半はうまくまとまっている。外国の方が日本に興味を持っていること 

が、よく伝わった。 

・若い人の話し方は独特だが、内容は良くわかる。 

・トーク番組だが、“聞いている人にわかりやすい言葉“ という意識が少しあると良い。 

【愛知教育大学キャンパスチップス】 

・大変興味深い番組であった。番組で紹介されたものを後に調べるほど興味が沸い

た。 



・教育の話題に、真剣に向き合っている学生の雰囲気が良い。 

・また、聞きたいと思わせる番組。再放送も設定されているのが良い。 

・呼びかけが誰を対象にしているのかわからない部分もあった 

・内容がプラス思考でよい 

 

【Pitch FMプラネタリウム】 

・テンポがスローで気になる部分もあるが、実際のプラネタリウムに足を運びたくなる

 番組であった。 

・もう少ししっかりと星空の解説を聞きたいと思った。 

・心地よい。と感じる番組。映像が浮かんでくるようなシーンも多々ある。 

・癒しの効果を感じることが出来る異色の番組。 

 

３． そのほかの番組、または全体についての意見交換 

・市民チャレンジの番組枠を知りたい。 

→Webサイトで紹介しております。 

・放送番組全般について他ラジオにあるような、下ネタを話す危険性が 

Pitch FMには無いので良い。 

 

４．   次回日程  2012年 4月 24日（火）12：00～13：30 

             意見交換番組は「Pitch Morning Blend」 

以上の議事を進行し、委員長よりエフエムキャッチに対し、「今後も本日の意見を参考にして、

より良い番組作りを進めてください。」とのことばをいただき閉会しました。 

以上 


